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（才谷龍馬公園）

市職員の給与などの公表
人権～共生の時代燹ほか
狂犬病予防注射と登録ほか
カメラリポート
みんなの広場
お知らせ
健康文化都市・南国

№806

3

　１月31日、才谷龍馬公園で「坂本
龍馬才谷保存会」が企画した「第１
回梅見会」が行われました。
　小雨の中、参加者は公園を囲む斜
面に植えられた約110本の紅梅や白
梅などを観賞しました。

少しずつ感じられる春の訪れ少しずつ感じられる春の訪れ
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（1）人件費の状況（普通会計決算）

区 分 住民基本台帳人口
　　　（20年度末）

歳 出 額
　　　  Ａ 実質収支 人 件 費

　　　  Ｂ
人件費率
  （Ｂ／Ａ）

19年度の
　  人件費率

20年度 H21.3.31
　　　49,853   人 

　　    千円
17,938,593

　　  千円
   385,332

　　    千円
  3,701,683

　  ％
20.6

　  ％
23.1

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

区 分 職 員 数
　　　Ａ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　 Ｂ

一人当たりの給与費
　　　　  （Ｂ／Ａ）

20年度 399人 　　  千円
1,620,914

       千円
232,403

       千円
642,263

（注）１  職員数は平成20年４月１日現在の人数です。
　　　２  職員手当には退職手当は含みません。

（注）ラスパイレス指数／国家公務員の給与水準を100とした
　　　場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

      　千円
2,495,580

   千円
6,255

給　　　与　　　費

（4）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（21年4月1日現在）

区 分 一般行政職平均給料月額 一般行政職平均年齢

南国市 329,348  円 42.9 歳
国 325,521 円 41.5 歳

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

区 分 平成16年 平成21年

南国市 97.7 98.4

（5）職員の初任給の状況（21年4月1日現在）

区　　分
南 国 市 国

決定初任給 初 任 給

大学卒 162,100  円 蠢種   185,800  円
蠡種   172,200  円

高校卒
一般行政職

140,600  円 140,100  円

特殊勤務手当
 （20年度） 職員全体に占める手当支給職員の割合

支給実績（平成20年度決算）
支給対象職員１人当たり平均支給年額

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）
11.8  ％
142,560  円
6,629,000  円

7

時 間 外
勤務手当

20年度決算

19年度決算

支 給 実 績

支 給 実 績
職員１人当たり支給年額

職員１人当たり支給年額

138,301  千円
314  千円

127,663  千円
281  千円

（7）一般行政職の級別職員数の状況（21年4月1日現在）

（注）１  南国市の給与条例に基づく給料表の区分による職員数です。
　　　２  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

１級 ２級 ３級 ６級５級４級 計

主事・技師の職務標 準 的 な
職 務 内 容
職 員 数
構 成 比

14 人

主査・技査
の職務

係長・主幹・
技幹の職務

18 人
7.4 ％ 9.5 ％ 21.6 ％

41 人 76人 24人
40.0％ 12.6 ％

課長補佐・
主監の職務

課長・参事
の職務
17 人
8.9 ％

190 人
100 ％

区　　分

　市民の皆さんに市職員の給与や定員管理などの現状を知っていただく
ため、次のとおりお知らせします。
　職員の給与は、民間の労働者の給与を基に出される『人事院勧告』を
参考に、国家公務員やほかの地方公共団体との均衡を図りながら決定さ
れています。（8）職員手当の状況（21年4月1日現在）

区　分 南　　国　　市 国

期末手当

勤勉手当

退職手当

蜷１人当たり平均支給額
　自己都合…1,024千円、勧奨・定年…26,011千円
（20年度に退職した職員に支給された平均額）
蜷その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置２～20％加算

蜷１人当たり平均支給額…1,478千円
蜷職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算…５～15％
＊（　）内は再任用職員に係る支給割合です。

（21年度
　支給割合）　支給割合）

（支給率）

　期末手当　　　勤勉手当
　 2.75    月分          1.35    月分
（ 1.45 ）月分　 （ 0.70 ）月分

　　　　　　　 自己都合　　  勧奨・定年

勤続 2 0年　   23.5    月分        30.55　月分
勤続 2 5年　   33.5    月分　　41.34　月分
勤続 3 5年　   47.5    月分　　59.28　月分
最高限度額　　59.28  月分　　59.28　月分

（支給率）
　　　　　　　 自己都合　　  勧奨・定年

勤続 2 0年　   23.5    月分        30.55　月分
勤続 2 5年　   33.5    月分　　41.34　月分
勤続 3 5年　   47.5    月分　　59.28　月分
最高限度額　　59.28  月分　　59.28　月分

蜷その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置２～20％加算

【職員の給料・手当っていくらだろう？　職員数はどれくらいなの？】
職員給与などの公表職員給与などの公表職員給与などの公表

蜷職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算…５～20％
　・管理職加算…10～25％
＊（　）内は再任用職員に係る支給割合です。

　期末手当　　　勤勉手当
　 2.75    月分          1.40    月分
（ 1.50 ）月分　 （ 0.70 ）月分

区 分 内容および支給単価 国の制度
との異同

　 支給実績
（20年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額（20年度決算）

蜷配偶者　　　　　　　　　　　　　　　      13,000円
蜷配偶者以外の扶養親族１人当たり　　　       6,500円

管理監督する職員（課長）に支給 　　　　　51,000円

扶養手当

① 借家・借間居住者
蜷基礎控除額　　　　　　　　　　　　　     12,000円
蜷最高支給限度額　　　　　　　　　　　     27,000円
② 自宅居住者（新築後５年間）　　　　　       2,500円

① 交通用具利用者　　　　　   　　　2,000～24,500円
② 交通機関などの利用者
蜷通勤等の額に相当する額　　　　 　　最高55,000円

住居手当

通勤手当

管理職手当

同　じ

同　じ

同　じ

その他の手当（21年4月1日現在）

44,967千円

20,901千円

197,080円

210,944円

18,716千円 54,659円

同　じ 16,053千円 619,408円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（21年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒

高校卒

高校卒

245,800   円 296,400  円 337,800  円

207,500   円 253,100  円 304,800  円

207,500   円 253,100  円 304,800  円

一般行政職

技能労務職
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（9）特別職の報酬などの状況（21年4月1日現在）
区 分 給料・報酬 退職手当（算定方式）期末手当
市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

772,000  円
648,000  円
450,000  円

772,000  ×在職年数×460 / 100
648,000  ×在職年数×340 / 100

380,000  円
410,000  円

3.05月分

3.05月分

（10）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） （単位：人）

部 門 区 分
職 員 数 対前年

増減数 主 な 増 減 理 由

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計
水　　道
下　　水
そ  の  他
小　　計

合　　計

一
般
行
政
部
門

特
別
行

  

政
部
門
公
営
企
業
等

    

会
計
部
門

287

平成21年
4
49
26
125
29
15
4
35

（ 0 ） （542）

53
59
112
10
  6
17
33
432

285

平成20年
4
47
27
125
29
17
4
32

 （542）

53
60
113
12
  6
22
40
438

税務管理係職員の減
業務量増加による増

業務の見直しによる減

地域包括支援センターの業務委託による減

業務分担の見直し、業務量増加による増

退職による減

２
３ 

△  １
２

△  ６

業務分担の見直しによる減△  ２

△  １
△  １
△  ２

△  ５
△  ７

職員給与職員給与などのなどの公表職員給与などのなどの公表職員給与などのなどの公表

（注）１  職員数は一般職に属する職員数です。
　　　２  （　）内は、条例定数の合計です。

（11）集中改革プランによる定員管理の数値目標および進ちょく状況

（注）１  計画期間は、17年～21年の５年間です。
　　　２  （　％）内の数値は、数値目標に対する 進ちょく率を示しています。
　　　３  増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては
　　　　  計画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示しています。

＊市職員の給与や勤務条件などについて記載した「南国市人事行政の運営等の状況」は、
　南国市のホームページ（http://www.city.nankoku.kochi.jp/sisei/ ）で閲覧できます。

※お問い合わせは、総務課職員係（蕁８８０ー６５５１）まで

①  平成17年４月１日～平成22年４月１日における定員管理の数値目標

②  定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況（実績）の概要（各年4月1日現在）

純　減　数平成17年４月１日
  　職　員　数

平成22年４月１日
　  職　員　数

純　減　率

485  人 10.1  ％49  人436  人

区　分部　門
17　年
計画始期

（参考）
数値目標

全部門
増　減
職員数 －485

△  53（108.2％）△  49人（100％）
436470

△  15

18　年
１年目

454
△  16

19　年
２年目

438
△  16

20　年
３年目

432
△    6

21　年
４年目

計

94

　
『
デ
ー
ト
に
行
く
そ
の
前
に
…
』
と

記
さ
れ
た
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を

頂
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
高
知
女
子

大
学
の
学
生
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
若

者
の
視
点
で
作
ら
れ
た
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

の
予
防
啓
発
カ
ー
ド
だ
そ
う
で
す
。
猫

の
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
な
ん
と
も
か
わ
い

ら
し
く
、
若
い
皆
さ
ん
が
抵
抗
な
く
手

に
し
や
す
い
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
の
作
成
に
携
わ
っ
た
同
大

学
文
化
学
部
の
長
妻
由
里
子
准
教
授
に

よ
る
と
、
中
高
生
、
大
学
生
な
ど
の
若

い
世
代
で
も
、
交
際
相
手
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
暴
力
の
実
態
が
あ
る
そ
う
で
す
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
は
夫
婦
間
の
問
題
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
若

い
世
代
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

●
ケ
ー
タ
イ
を
勝
手
に
見
る
、
見
ら
れ

る
●
「
バ
カ
ッ
！
」
「
ウ
ザ
ッ
！
」
な
ど

傷
つ
く
こ
と
を
言
う
、
言
わ
れ
る

　
カ
ー
ド
に
は
、
こ
の
よ
う
な
例
が
示

さ
れ
、
自
己
中
心
的
な
言
動
が
「
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
」
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と

警
告
し
て
い
ま
す
。
束
縛
さ
れ
る
の
は

愛
さ
れ
て
い
る
証
拠
、
自
分
が
悪
い
か

ら
し
か
ら
れ
る
…
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ

て
い
る
若
者
が
少
な
く
な
い
と
も
聞
き

ま
し
た
。
親
密
な
間
柄
ゆ
え
、
望
ま
な

い
妊
娠
に
至
る
深
刻
な
例
も
あ
る
そ
う

で
す
。
好
き
に
な
り
、
お
互
い
を
必
要

と
感
じ
交
際
を
始
め
た
二
人
な
の
に
、

支
配
関
係
が
生
ま
れ
た
り
、
嫌
な
こ
と

を
嫌
だ
と
言
え
ず
に
我
慢
し
た
り
す
る

の
は
、
愛
の
あ
る
関
係
だ
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
の
当
事
者
が
一
番

相
談
し
や
す
い
の
は
、
や
は
り
同
世
代

の
友
人
で
し
ょ
う
が
、
こ
う
し
た
カ
ー

ド
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
身
近

な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
信
頼
で
き
る

相
談
先
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

＊
気
に
な
る
こ
と
・
悩
み
が
あ
れ
ば

○
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
「
ソ
ー
レ
」
　
８
７
３
・
９
５
５
５

○
高
知
県
思
春
期
相
談
セ
ン
タ
ー

　
「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
８
７
３
・
０
０
２
２

○
高
知
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
８
３
３
・
０
７
８
３

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

カ
ー
ド
提
供

　
高
知
県
女
性
相
談

　
支
援
セ
ン
タ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　３月１日から７日まで、全国一斉に春の
火災予防運動が実施されます。
　春は季節風の強い日が多く、市内中小河
川のしゅんせつ工事や山田堰などの「川干」
と重なるため、ちょっとした不注意から思
わぬ大火となる恐れがあります。
　放火による火災を防ぐため、家の周りに
燃えやすいものを置かないように注意しま

しょう。また、春季には山菜採りなどで入
山者も多くなり、たばこの投げ捨て、たき
火、火入れなどの不始末で一瞬のうちに貴
重な森林を焼失させることがあります。一
人ひとりの心がけで山火事は防ぐことがで
きます。
　火の取り扱いは慎重に、火災の発生を防
止しましょう。

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

平成22年春季全国火災予防運動

プ
リ
ン
ク

「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

※お問い合わせは、消防本部予防課（蕁８６３ー３５１１）まで

住宅防火
いのちを守る
７つのポイント

３つの習慣

４つの対策
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※お問い合わせは、環境課環境係（蕁８８０ー６５５７）まで

◎次のような犬は、狂犬病予防注射を受けられ
　ないことがあります。

　ご希望の場所で、登録・注射を受けてください。
＊暴れて注射をさせない犬は、犬を抑えられる人
　が連れて来てください。
＊死亡や譲渡・転居・転出・転入の場合も届けて
　ください。
＊料金は釣り銭のいらないようにお願いします。 　飼い犬は、生涯で一度の登録と、毎年１回の

狂犬病予防注射が必要です。
　４月から５月にかけて市内各地を巡回し、登
録（新たに飼い始めた犬、未登録の犬）と狂犬
病予防注射を行います。

○老齢、体調不良（下痢、食欲不振、フィラリ
　アなどの病気など）や病気で治療中
○妊娠中、授乳中
○注射に対してアレルギー体質
○他のワクチンを接種したばかり
＊飼い主が気にかかる症状があれば、獣医師に
　相談のうえ、注射の時期をずらすか、動物病
　院での実施を検討してください。

新規登録料　　　　3,000円
狂犬病予防注射料　3,000円

料  

金

予
防
注
射

　
と
登
録
は

大
切
だ
ワ
ン
！

22
年
度
の
日
程
表

４
月
19
日
豺

４
月
22
日
貅

４
月
27
日
貂

５
月
９
日
豸

岩　村
・
野　田
・
国　府

北　部

５
月
16
日
豸

南　部

 地  区     日  　 　実施場所　　　　実施時間

 地  区     日  　 　実施場所　　　　実施時間

4
月
6
日
貂

４
月
９
日
貊

22年度の日程表

篠原中央公民館
市 民 体 育 館
能 間 公 民 館
西 野 田 公 民 館
竹 中 公 民 館
住 吉 野 公 民 館
明 見 公 民 館

９：10～９：30
９：45～10：05
10：20～10：50
11：15～11：25
13：20～13：50
14：05～14：10
14：30～14：40

久 枝 公 民 館
南 部 市 民 館
前 浜 公 民 館
物 部 公 民 館
田村西部公民館
日章福祉交流センター

９：10～９：35
９：50～10：05
10：20～10：50
11：05～11：25
13：20～13：50
14：05～14：30

旧白木谷バス停前
四方竹出荷場前
八 京 公 民 館
岡豊町笠ノ川公民館
岡豊町定林寺公民館
岡豊町滝本公民館
岡豊町蒲原公民館
岡豊ふれあい館

９：15～９：30
９：45～10：00
10：10～10：20
10：30～10：50
11：05～11：15
11：30～11：40
13：20～13：35
13：50～14：20

岡豊町中島沖公民館
岡豊町小篭熊野神社
西 島 公 民 館
ＳＵＮＳＵＮながおか
中 央 市 民 館
西 山 公 民 館
南 三 畠 公 民 館

９：10～９：25
９：40～９：55
10：10～10：35
10：50～11：05
11：20～11：30
13：20～13：40
13：55～14：15

堀 ノ 内 公 民 館
岩村ふれあいセンター
包 末 公 民 館
上 野 田 公 民 館
下 野 田 公 民 館
左 右 山 公 民 館
比江スポーツグラウンド
南国市役所北駐車場

９：10～９：20
９：35～９：50
10：05～10：35
10：50～11：00
11：15～11：30
13：20～13：30
13：45～14：05
14：20～14：40

久 礼 田 体 育 館
岡豊ふれあい館
ＳＵＮＳＵＮながおか
南国市役所玄関前

９：50～10：20
10：35～11：10
13：20～13：55
14：20～15：10

日章福祉交流センター
前 浜 公 民 館
稲生ふれあい館
南国市役所玄関前

９：50～10：30
10：45～11：10
13：15～14：00
14：20～15：20

 地  区     日  　 　実施場所　　　　実施時間

４
月
16
日
貊

４
月
12
日
豺

４
月
15
日
貅

浜改田東場公民館
浜改田中田公民館
旧 三 和 支 所 跡
間 田 公 民 館
三 和 公 民 館
片 山 公 民 館
井川・千屋崎公民館

９：10～９：30
９：45～10：05
10：20～10：35
10：45～10：55
11：10～11：30
13：20～13：45
14：00～14：10

JA全農こうち重油タンク前
阿 戸 公 民 館
十市高齢者多世代交流プラザ
緑ヶ丘２丁目集会所
小 久 保 公 民 館
稲生ふれあい館

９：10～９：40
９：55～10：25
10：40～11：10
13：20～13：40
13：55～14：05
14：20～14：35

奈 路 公 民 館
瓶 岩 体 育 館
外 山 公 民 館 前
成合・天行寺公民館
才 谷 公 民 館 前
植 野 公 民 館
植 田 公 民 館
久 礼 田 体 育 館
領 石 公 民 館

９：20～９：35
９：50～10：05
10：20～10：30
10：40～10：50
11：00～11：10
11：20～11：45
13：10～13：30
13：45～14：15
14：30～14：40

※お問い合わせは、税務課税務管理係
（蕁８８０ー６５５４）まで

廃車・名義変更の届け出が必要な場合
　蜷乗らなくなった
　蜷人に譲った
　蜷盗難にあった
　蜷紛失した
　蜷使用不能になった
　蜷転出した  など

農耕作業用自動車
　コンバイン・トラクターのうち、
乗用装置を有するものは課税され
ますので、取得した場合は登録の
届け出が必要です。

身体障害者などへの減免
　身体障害者または知的障害者で、
一定の要件に該当する方は減免を
受けられますので、納期限の４月
30日貊の７日前までに申請してく
ださい。

軽自動車や原動機付自転車、農耕車の税金は、毎年
４月１日現在に所有している方に課税されます。
＊４月２日以降に廃車・名義変更されても、その年
　度は課税されます。

車　　　種 届け出先
原動機付自転車
（50襁～125襁・ミニカー）　
小型特殊自動車・農耕作業用自動車

二輪の小型自動車（251襁～）

軽二輪車（126襁～250襁）

南国市税務課税務管理係
蕁880ー6554

高知運輸支局登録部門
登録関係ヘルプデスク
蕁050ー5540ー2077
高知県軽自動車協会
蕁842ー4311
軽自動車検査協会
蕁842ー5734

軽自動車・原動機付
　自転車などの届け出
軽自動車・原動機付
　自転車などの届け出
軽自動車・原動機付
　自転車などの届け出

軽自動車

手数料

納税者本人所有資産以外の土地または家屋の評価額が縦覧できます。
＊土地（家屋）のみを所有している方は、家屋（土地）の縦覧はできません。

◎「誰々さんの（どこそこの）土地と家屋の分を縦覧したい」
　との要望には、地方税法の守秘義務の規定に抵触しますので、
　お答えできません。あらかじめ縦覧箇所の所在地番などを確
　認のうえ、縦覧してください。

※お問い合わせは
　税務課資産税係
（蕁８８０ー６５５４）まで

縦覧期間

縦覧場所

必要な物

縦覧資格者

４月１日貅～５月31日豺　８：30～17：15
＊土・日曜日および祝日は行いません。
税務課資産税係

平成22年１月１日現在の固定資産の所有者で、固定資産税の納税者または納税者
から縦覧の委任を受けた方。

認印と運転免許証など身分を証明する物または納税通知書（受取後）。
＊代理人は、委任状が必要です。
（法人の場合は、代表者からの委任を受けてください。）

土地価格等縦覧帳簿および
　　　　　家屋価格等縦覧帳簿　　　　　家屋価格等縦覧帳簿が見られます
土地価格等縦覧帳簿および
　　　　　家屋価格等縦覧帳簿　　　　　家屋価格等縦覧帳簿が見られます
土地価格等縦覧帳簿および
　　　　　家屋価格等縦覧帳簿　　　　　家屋価格等縦覧帳簿が見られます

無　料

縦覧対象物件



１／17　第48回南国市駅伝競走大会回南国市駅伝競走大会

健脚を競い合う健脚を競い合う
１／24　第３回地産地消ごめんの軽トラ市　第３回地産地消ごめんの軽トラ市

にぎわう商店街にぎわう商店街

▲１／10　第11回稲生はし拳大会
　　　　　（稲生ふれあい館）

▲１／14　どんど焼き
　　（十市・メダカの池公園）

▲１／16　農業高校開放講座「お
いしい漬物作り」
　　　　　　（高知農業高校）

▲１／19　まほろばクラブ南国
「スポーツ吹矢教室」
　　　　（スポーツセンター）

▲１／20　まほろばクラブ南国
「いきいき健康体操教室」
　　　　（スポーツセンター）

▲１／20　「早寝早起き朝ごは
ん」県民運動のキャラバン隊出
発式　　　（たちばな幼稚園）

▲１／30　第20回南国市健康づ
くり講演会
　　　　（保健福祉センター）

▲１／30　TSUTAYA南国店に設
置していた「ばいきんまん募金」を
「ごめん町まちづくり委員会」に寄贈
　　　　　（TSUTAYA南国店）

▲１／31　第58回県市町村対抗
駅伝で２年連続15度目の優勝を
果たした南国市Ａのメンバー　
　　　　　　　（安芸市役所）

▲２／１　消防署北部出張所に新
しい高規格救急車を配備
　　　　（消防署北部出張所）

▲２／１　まほろばクラブ南国「ヨ
ガ教室」（スポーツセンター）

▲２／２　節分祭　（新宮神社）

▲２／２　米つくり親子セミナー
交流会　　　（久礼田小学校）

▲２／３　第14回地域安全祈願・
節分まつり　　（土曜市広場）

▲２／５　第３回南国地区シシト
ウ生産者大会
　　　　　　（アンジェブラン）

広報なんこく３月号 9 広報なんこく３月号8

　１月17日、恒例の南国市駅伝競走大会が行
われ、健脚を競い合いました。
　香長中学校をスタートし、６区間（香長中
学校～芦ヶ谷～十市石土池～浜改田～トリム
広場～前浜～香長中学校）23袰で41チーム、
246人のランナーがたすきをつなぎました。

　１月24日、軽トラックの荷台で農産物や
加工食品などを販売する「第３回地産地消
ごめんの軽トラ市」（実行委員会主催）が
後免町商店街で行われ、約1,800人の買い物
客でにぎわいました。
　歩行者天国になった約270メートルの商
店街に野菜や干物、軽食などを荷台に載せ
た軽トラックやミニバンなどの車両30台が
集結しました。また、紙芝居や綿菓子体験、
「ごめん戦隊ゴメンジャー」のショーなど
もあり、家族連れらが楽しんでいました。
　実行委員会では、「次回は５月に開催予
定」と話していました。

部門 順位 チーム名 タイム
　　　 １位 香長中学校駅伝部Ａ １時間17分43秒
中学校男子 ２位 香長中学校駅伝部Ｂ １時間25分14秒
 ３位 香長中学校野球部Ａ １時間32分57秒
 １位 岡豊高校陸上部 １時間17分40秒
高校・大学 ２位 岡豊高校Ａ １時間22分28秒
 ３位 岡豊高校Ｂ １時間22分43秒
 １位 十市鉄人クラブ １時間24分25秒
一　　般 ２位 稲生体育会Ａ １時間26分35秒
 ３位 久礼田体育会 １時間28分30秒
 １位 岡豊高校陸上部 １時間29分13秒
女　　子 ２位 香長中学校駅伝部 １時間29分33秒
 ３位 北陵中学校 １時間40分13秒

広 告

＊中学校男子の部で、香長中学校駅伝部Ａが２区～４区で区間新記録
広
報
を
毎
月
読
ん
で
い
ま
す
。
特
に
「
カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
」
が
好
き
で
す
。
そ
の
時
の
出
来
事
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
は
、
長
男
の
た
め
に
見
に
行
っ
た
の
で
、
３
つ
は
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
の
２
つ
は
カ
ン
で
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り



454

矢印の方向に二字熟語ができるよう□に漢字を入れてください。
□の漢字を使ってできる四字熟語は？　　＊ヒント…今年こそ

①＝胄後免野田小学校
②＝胝国府小学校
③＝胙久礼田小学校
④＝胖稲生小学校
⑤＝胚日章小学校

■応募締切／３月16日貂必着
■あ て 先／蕷７８３－８５０１
　　　　　　南国市大鴦甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　図書カード（1,000円）を贈呈
★応募総数／85通　　★正  解  率／91％

【第453回解答】

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
先
々
月
に
引
き
続
き
で
す
が
、
子
ど
も
が
「
自
分
の
通
う
学
校
が
な
い
」
と
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

116

田島　一美さん（小籠）
たしま　  かつ み

た なか　やすし

田中　靖さん（大鴦甲）

城陸新聞を発行城陸新聞を発行

写真が大好き写真が大好き

　
長
野
県
出
身
で
、
東
京
の
雑
誌
社
で
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
定
年
退

職
後
、
妻
の
実
家
で
義
母
と
三
人
で
暮
ら
し

始
め
て
、
約
10
年
に
な
り
ま
す
。

　
私
の
住
む
城
陸
（
じ
ゅ
う
ろ
く
）
地
区
は

住
宅
が
増
え
、
他
地
域
か
ら
来
ら
れ
た
方
も

多
い
の
で
、
よ
り
城
陸
を
知
っ
て
も
ら
い
、

親
睦
と
活
性
化
を
願
っ
て
、
「
城
陸
新
聞
」

を
２
０
０
５
年
２
月
か
ら
月
に
１
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
新
聞
に
は
地
元
の
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
、
地
名
の
由
来
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
一
人
で
編
集
作
業
を
し

て
い
る
の
で
大
変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
出
身
で
、
東
京
の
雑
誌
社
で
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
定
年
退

職
後
、
妻
の
実
家
で
義
母
と
三
人
で
暮
ら
し

始
め
て
、
約
10
年
に
な
り
ま
す
。

　
私
の
住
む
城
陸
（
じ
ゅ
う
ろ
く
）
地
区
は

住
宅
が
増
え
、
他
地
域
か
ら
来
ら
れ
た
方
も

多
い
の
で
、
よ
り
城
陸
を
知
っ
て
も
ら
い
、

親
睦
と
活
性
化
を
願
っ
て
、
「
城
陸
新
聞
」

を
２
０
０
５
年
２
月
か
ら
月
に
１
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
新
聞
に
は
地
元
の
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
、
地
名
の
由
来
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
一
人
で
編
集
作
業
を
し

て
い
る
の
で
大
変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
親
せ
き
に
誘
わ
れ
、
妻
と
陶
芸
ク
ラ
ブ
に

通
い
始
め
て
５
年
ほ
ど
」
と
い
う
田
中
さ
ん
。

夫
婦
共
通
の
趣
味
が
あ
っ
て
、
い
い
で
す
ね
。

　
「
親
せ
き
に
誘
わ
れ
、
妻
と
陶
芸
ク
ラ
ブ
に

通
い
始
め
て
５
年
ほ
ど
」
と
い
う
田
中
さ
ん
。

夫
婦
共
通
の
趣
味
が
あ
っ
て
、
い
い
で
す
ね
。

　
本
格
的
に
写
真
を
始
め
て
30
年
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
岡
豊
町
の
水
田
さ
ん
に
弟
子
入

り
し
、
写
真
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
し
た
。
被

写
体
だ
っ
た
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
撮
影

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
後
、
趣
味
が
高
じ
て
写
真
店
を
始
め
ま

し
た
。
５
年
前
に
自
宅
隣
に
店
を
移
転
し
、

出
張
撮
影
を
主
に
営
業
し
て
い
ま
す
。
踊
り

や
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
、
保
育
園
行
事
な
ど
に

行
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

　
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
写
真
の
保

存
も
パ
ソ
コ
ン
が
主
流
で
す
が
、
若
い
人
に

「
プ
リ
ン
ト
し
て
楽
し
む
」
写
真
本
来
の
楽

し
み
と
喜
び
を
伝
え
た
い
で
す
ね
。

　
本
格
的
に
写
真
を
始
め
て
30
年
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
岡
豊
町
の
水
田
さ
ん
に
弟
子
入

り
し
、
写
真
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
し
た
。
被

写
体
だ
っ
た
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
撮
影

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
後
、
趣
味
が
高
じ
て
写
真
店
を
始
め
ま

し
た
。
５
年
前
に
自
宅
隣
に
店
を
移
転
し
、

出
張
撮
影
を
主
に
営
業
し
て
い
ま
す
。
踊
り

や
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
、
保
育
園
行
事
な
ど
に

行
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

　
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
写
真
の
保

存
も
パ
ソ
コ
ン
が
主
流
で
す
が
、
若
い
人
に

「
プ
リ
ン
ト
し
て
楽
し
む
」
写
真
本
来
の
楽

し
み
と
喜
び
を
伝
え
た
い
で
す
ね
。

　
「
す
て
き
な
被
写
体
に
出
合
え
る
こ
と
が
楽

し
い
」
そ
う
で
す
が
、
一
番
の
被
写
体
は
お
孫

さ
ん
の
よ
う
で
す
ね
。

　
「
す
て
き
な
被
写
体
に
出
合
え
る
こ
と
が
楽

し
い
」
そ
う
で
す
が
、
一
番
の
被
写
体
は
お
孫

さ
ん
の
よ
う
で
す
ね
。

広報なんこく３月号 11 広報なんこく３月号10

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
校
章
も
よ
く
見
る
と
ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い
で
面
白
い
で
す
ネ
。

【第453回当選者】
饌田　将吾　さん（稲　生）
吉岡　七夏　さん（緑ヶ丘）
中川千絵美　さん（立　田）
山本　真希　さん（立　田）
山地　大悟　さん（前　浜）

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

過
↓

↑
重

←多肥→

広短

盛長

学
↑

↓
任

→業役←

職航

寝労

人
↑

↓
虫

→長立←

分果

仏金

出
↓

↑
宿

←切心→

志哀

立悲

　
景
色
・
距
離
・
速
さ
を
楽
し
み
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
自
分
の
健
康
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
南
国
市
で
は
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
で
人
と
街
を
元
気
に
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善

　
中
年
以
降
２
人
に
１
人
が
関
係
す

る
と
言
わ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

な
ど
生
活
習
慣
病
の
元
凶
。
そ
の
予

防
と
改
善
に
、
余
分
な
体
脂
肪
を
燃

焼
さ
せ
る
た
め
、
毎
日
20
分
以
上
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
最
適
な
対
策
と
言

え
ま
す
。

②
若
が
え
り
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
高
齢
化
が
進
む
今
の
時
代
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
は
心
身
と
も
に
若
さ
を
保

つ
の
に
ピ
ッ
タ
リ
！
腰
痛
の
予
防
改

善
や
有
酸
素
運
動
に
よ
る
脳
細
胞
へ

の
刺
激
か
ら
認
知
症
防
止
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

③
便
秘
の
解
消

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
腸
の
運
動

を
高
め
、
自
然
な
お
通
じ
に
つ
な
が

り
ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
メ
ン
タ
ル
面

の
強
化

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
自
律
神
経
の

働
き
を
整
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
さ
ら
に
一
人
の
時
間
を
つ
く

る
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
市
民
の
方
に
奨
励

す
る
た
め
、
平
成
21
年
11
月
15
日
、
「
地

産
地
消
フ
ェ
ア
」
と
合
同
開
催
し
た
「
健

康
な
ん
こ
く
☆
き
ら
り
☆
フ
ェ
ア
」
で

『
メ
タ
ボ
解
消
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冬
場
所
』

の
参
加
を
募
集
し
、
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
91
名
の

方
が
11
月
16
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
ま
た
は
運
動
（
ス
ポ
ー
ツ
）

を
実
施
し
、
ゴ
ー
ル
（
横
綱
）
に
到
達

さ
れ
ま
し
た
。

◎
次
の
方
が
横
綱
に
到
達
さ
れ
た
方
の

氏
名
（
し
こ
名
）
で
す
。

高
橋
千
賀
子
（
た
む
ら
川
）
、
能
勢
種

子
（
ひ
ま
わ
り
）
、
能
勢
千
代
（
千
代

の
傘
寿
）
、
横
田
富
（
富
ノ
山
）
、
元

吉
幾
子
、
吉
井
美
代
（
ミ
ー
チ
ャ
ン
山
）
、

北
村
雅
子
（
雅
）
、
長
崎
龍
彦
（
長
崎

山
）
、
横
畑
初
美
、
横
畑
琢
夫
、
吉
永

京
子
、
島
村
ハ
ツ
エ
（
八
甲
田
山
）
、

泉
洋
子
（
泉
乃
洋
）
、
下
司
政
子
、
中

澤
律
、
松
下
庵
（
庵
乃
里
）
、
横
田
ト

キ
（
ト
キ
錦
）
、
山
本
八
重
（
八
重
桜
）
、

島
村
千
恵
（
千
恵
ノ
富
士
）
、
松
木
正

朗
（
下
田
川
シ
バ
テ
ン
）
、
西
森
信
子

（
や
い
ろ
鳥
）
、
中
村
道
子
（
う
さ
ぎ

山
）
、
川
久
保
静
夫
（
シ
イ
チ
ャ
ン
）
、

利
岡
清
子
（
キ
ヨ
コ
）
、
利
岡
和
子
（
ワ

コ
）
、
川
久
保
千
枝
子
（
ミ
ニ
ホ
ー
ス
）
、

山
岡
正
和
（
マ
ー
カ
ス
）
、
三
谷
節
子

（
土
居
の
姫
）
、
橋
田
綾
子
（
ス
ミ
レ
）
、

橋
田
秀
保
（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
、
三
谷
滋

子
、
井
上
（
孝
之
山
）
、
井
上
健
（
改

田
浜
）
、
田
所
（
チ
リ
メ
ン
）
、
川
智

恵
子
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）
、
澤
村
静
子

（
静
牡
丹
）
、
濱
田
昭
（
春
菜
）
、
土

居
葉
子
（
青
葉
山
）
、
西
村
静
江
（
す

み
れ
）
、
大
家
当
代
、
土
居
一
彦
（
東

坪
ケ
池
）
、
土
居
陽
子
（
新
雪
）
、
土

居
比
出
美
（
日
ノ
出
海
）
、
山
本
秀
美

（
秋
栗
山
）
、
北
村
静
恵
（
静
ケ
里
）
、

矢
野
一
恵
、
中
澤
千
鶴
、
岡
崎
多
代
子

（
上
野
田
）
、
吉
川
美
、
藤
原
和
子
（
山

藤
原
）
、
橋
田
寛
一
（
寛
山
）
、
下
司

敏
美
（
ツ
カ
サ
山
）
、
浜
田
芳
子
、
山

本
明
良
（
山
本
山
）
、
廣
地
利
子
（
利

ノ
花
）
、
饌
田
寛
（
饌
乃
龍
）
、
上
村

泰
明
（
剪
定
山
）
、
宮
本
順
子
（
宮
ノ

鶴
）
、
山
本
治
男
（
山
冶
山
）
、
浅
野

比
沙
子
（
比
沙
子
山
）
、
浅
野
伊
佐
男

（
伊
佐
男
山
）
、
高
田
節
（
せ
っ
ち
ゃ

ん
）
、
浜
田
久
（
久
ち
ゃ
ん
）
、
溝
渕

一
子
（
お
い
ち
）
、
山
崎
房
子
（
房
ち

ゃ
ん
）
、
松
岡
住
子
（
す
み
れ
）
、
正

岡
重
子
（
お
し
げ
）
、
溝
渕
好
子
（
チ

ャ
ム
）
、
佐
々
木
涼
子
、
北
窪
葆
、
鍋

島
洋
子
、
秋
波
和
子
、
野
中
冶
枝
、
山

岡
美
花
（
花
美
錦
）
、
久
保
川
富
衛
（
久

保
の
川
）
、
山
岡
隆
子
（
龍
馬
）
、
紀

伊
静
子
（
紀
の
国
）
、
徳
橋
淳
子
（
徳

乃
橋
）
、
宮
地
和
子
（
宮
ノ
内
）
、
田

上
咲
子
（
田
上
冨
士
）
、
西
森
律
（
吾

岡
錦
）
、
高
橋
照
子
（
高
照
関
）
、
和

田
好
子
、
岡
林
花
子
、
三
宮
福
子
（
三

天
王
）
、
岡
田
末
子
（
玉
の
海
）
、
中

村
節
（
か
つ
お
節
）
、
小
林
綾
子
（
小

林
王
）
　
　
　
　
＊
順
不
同
・
敬
称
略

　
今
後
も
引
き
続
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
活

動
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
６
）
ま
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

『
気
軽
に
・
手
軽
に
・
続
け
て
元
気
!!
』

体
に
効
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
に
効
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
に
効
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

― 　 横 綱 昇 進 お め で と う ご ざ い ま す ！ 　 ―
メ
タ
ボ
解
消
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冬
場
所

メ
タ
ボ
解
消
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冬
場
所

メ
タ
ボ
解
消
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冬
場
所
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講
演
会
「
宇
賀
家
文
書

　
か
ら
み
る
近
世
の
村
」

　
里
改
田
の
宇
賀
家
に
は
、
代
々

庄
屋
を
務
め
て
い
た
藩
政
時
代
の

税
務
、
登
記
、
戸
籍
な
ど
に
関
す

る
文
書
が
２
千
数
百
点
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
文
書
か
ら
分
か

る
近
世
の
村
の
様
子
に
つ
い
て
、

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
13
日
貍

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
高
橋
史
朗
（
南
国
市
文

化
財
審
議
委
員
会
委
員
）

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
蕁
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
講
演
会

■
と
き
／
３
月
７
日
豸

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
三
和
小
学
校
体
育
館

■
講
師
／
大
年
邦
雄
（
高
知
大
学

農
学
部
教
授
）

■
情
報
提
供
者

半
田
雅
典
（
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
所
長
）
、
丹

生
谷
行
朗
（
南
国
市
社
会
福
祉

協
議
会
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

三
和
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
山
本
弘
志

（
蕁
８
６
５
・
８
５
５
８
）

南
国
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
８
６
３
・
４
４
４
４
）
ま
で

　
「
食
品
産
業
」
の
担
い
手

　
育
成
講
座

　
高
知
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度

土
佐
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー

タ
ー
（
土
佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）
人
材
創
出

事
業
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
、
大
学
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
大
学
で
の
講
義
と
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
の
実
習
、
そ

れ
に
地
域
内
の
行
政
や
企
業
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
の
地

域
に
お
け
る
食
品
産
業
を
支
え
る

人
材
を
養
成
し
て
い
く
も
の
で
す
。

■
研
修
内
容
／
募
集
人
員
／
期
間

▼
Ａ
コ
ー
ス
…
食
品
産
業
の
経
営

か
ら
開
発
ま
で
を
担
え
る
中
核

人
材
の
養
成
／
５
名
／
２
年
間

▼
Ｂ
コ
ー
ス
…
技
術
力
を
備
え
た

食
品
産
業
従
事
者
の
養
成
／
５

名
／
１
年
間

▼
Ｃ
コ
ー
ス
…
経
営
的
な
視
点
を

有
す
る
農
業
従
事
者
の
養
成
／

５
名
／
１
年
間

■
受
講
場
所
／
高
知
大
学
物
部
キ

ャ
ン
パ
ス
、
高
知
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
受
講
料
／
無
料

■
申
込
期
間

　
３
月
５
日
貊
〜
４
月
９
日
貊

※
書
類
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

土
佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ
人
材
創
出
拠
点

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
２

　
南
国
市
物
部
乙
２
０
０

　
高
知
大
学
物
部
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　
蕁
８
６
４
・
５
１
５
８
）
ま
で

　
南
国
市
行
政
改
革

　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員

　
市
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
市

政
の
実
現
の
た
め
、
「
南
国
市
行

政
改
革
推
進
委
員
会
」
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
行
政
改
革
に
つ
い

て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
提
言

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

満
20
歳
以
上
（
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
）
の
市
内
在
住
者

■
募
集
人
員
／
３
名
程
度

■
任
期
／
２
年
（
４
月
15
日
〜
平

成
24
年
４
月
14
日
）

■
申
込
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

＊
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
１
階
総

合
案
内
、
企
画
課
、
領
石
支
所
、

岡
豊
支
所
、
十
市
支
所
に
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
国
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
３
月
24
日
貉

■
備
考
／
委
員
の
選
考
は
、
記
入

内
容
を
審
査
の
う
え
決
定
し
、

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
１

　
南
国
市
大
鴦
甲
２
３
０
１

　
蕁
８
８
０
・
６
５
５
３
）
ま
で

　
「
な
ん
こ
く
ま
ほ
ら
」
に

　
出
品
し
ま
せ
ん
か

　
高
知
龍
馬
空
港
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
「
な
ん
こ
く
ま
ほ
ら
」
で

販
売
す
る
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

商
品
は
原
則
、
市
内
の
物
産
と
し
、

選
考
の
う
え
順
次
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
３
月
31
日
貉
　

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

な
ん
こ
く
空
の
駅
推
進
協
議
会

（
蕁
８
５
５
・
４
５
５
６
）
ま
で

森沢　良博（日吉町）

「健康いちばん1・2・3」

3
　
の
い
ち
動
物
公
園

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
第
　
期
生

　
の
い
ち
動
物
公
園
で
は
、
皆
さ

ん
に
自
然
や
動
物
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
へ

の
協
力
や
園
内
情
報
、
ま
た
動
物

た
ち
の
こ
と
を
来
園
さ
れ
る
方
に

伝
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
第
12
期
生
を
募
集
し
ま
す
。 

■
対
象

▼
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
方

▼
平
成
22
年
４
月
１
日
時
点
で
15

　
歳
以
上
の
方

▼
動
物
や
自
然
環
境
に
興
味
が
あ

　
り
、
学
習
意
欲
の
あ
る
方

▼
説
明
会
・
研
修
に
参
加
で
き
る

　
方

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
お
お
む

　
ね
月
１
回
以
上
参
加
で
き
る
方

■
説
明
会
・
研
修
／
３
月
28
日
豸

■
申
込
締
切
／
３
月
16
日
貂

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は 

県
立
の
い
ち
動
物
公
園
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
係

（
蕁
０
８
８
７
・
５
６
・
３
５
０
０
）

ま
で 

　
高
齢
者
教
室
生

　
高
齢
者
が
楽
し
く
学
び
合
い
、

語
り
合
う
な
か
で
生
き
が
い
の
向

上
と
地
域
活
動
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
標
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

■
実
施
期
間

　
４
月
〜
翌
年
３
月
（
全
10
回
）

■
受
講
料
／
無
料

＊
移
動
学
習
参
加
費
や
特
別
な
教

材
費
、
傷
害
保
険
料
（
年
間
100

円
程
度
）
な
ど
は
実
費
負
担

■
申
込
先
／
生
涯
学
習
課
ま
た
は

各
地
区
の
役
員
ま
で

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
３
月
31
日
貉

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
１

　
南
国
市
大
鴦
甲
２
３
０
１

　
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９

　
蕭
８
８
０
・
６
２
０
１
）
ま
で

　
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た
戦
国

武
将
長
宗
我
部
元
親
の
居
城
、
岡

豊
城
趾
。
そ
し
て
４
月
10
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
県
立

歴
史
民
俗
資
料
館
。
オ
ー
プ
ン
を

目
前
に
し
て
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

▼
４
月
３
日
貍

　
午
前
11
時
〜
午
後
８
時

▼
４
月
４
日
豸

　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

＊
県
道
入
口
か
ら
関
係
車
両
以
外

　
進
入
禁
止
。
歩
行
者
は
通
行
可
。

■
内
容

▼
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
両
日
と

　
も
夕
方
か
ら
午
後
９
時
ま
で
）

▼
桜
の
ト
ン
ネ
ル

▼
仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏

▼
県
内
の
郷
土
料
理
の
出
店

■
備
考
／
臨
時
駐
車
場
を
設
け
、

　
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す

　
る
予
定
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課
商
工
観
光
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
０
）
ま
で

　
図
書
館
ま
つ
り

　
今
年
は
国
民
読
書
年
で
す
。
市

立
図
書
館
で
は
、
初
の
「
図
書
館

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
不
用

本
持
ち
寄
り
の
交
換
会
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
、
軽
食
販
売
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
27
日
貍

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
市
立
図
書
館
駐
車
場

■
駐
車
場
・
駐
輪
場
／
市
役
所
、

図
書
館
南
側
の
都
市
計
画
道
路

北
側

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
蕁
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で

　
第
　
回
高
知
県
障
害
者

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
体
力

の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
５
月
30
日
豸

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
春
野
総
合
運
動
公
園
ほ
か

■
資
格
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
知

的
障
害
者
、
精
神
障
害
者

■
競
技
種
目

▼
個
人
／
陸
上
、
水
泳
、
卓
球
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

＊
テ
ニ
ス
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
身

体
障
害
者
の
み

▼
団
体
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル

■
参
加
費
／
無
料

＊
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
ゲ
ー
ム
代
500
円

と
貸
靴
代
100
円
が
必
要

■
申
込
締
切
／
３
月
31
日
貉

■
大
会
事
務
局
／
県
立
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

広 告

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
に
母
校
の
校
章
が
あ
り
ま
し
た
。
久
々
に
見
て
、
小
学
校
時
代
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
息
子
の
小
学
校
の
校
章
が
あ
り
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
達
成
感
の
あ
る
問
題
で
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

12

教 室 名 受 講 場 所

12

中央高齢者教室
北部高齢者教室
後免・野田高齢者教室
大湊フレンドリー（前浜・久枝）
三和しあわせの会
十市・稲生高齢者教室
稲生ふれあい教室
日章生涯学習教室

社会福祉センター
久 礼 田 体 育 館
野 田 公 民 館
前 浜 公 民 館
三和小学校体育館
十市高齢者多世代交流プラザ
稲生ふれあい館
日章福祉交流センター



　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

■とき／３月23日貂
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（蕁８６３－４４４４）に
　予約してください。

■とき／３月１日豺・４月１日貅
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　環境課環境係
 （蕁８８０－６５５７）まで

犬・猫の引き取り

人権・行政相談

無料法律相談
発生件数　       ２件

建物　　　         １件
山林　　　         １件
その他　  　       ０件

《救急》
出動回数    189回
急病　  　    106回
交通事故　    24回
一般事故　　25回
その他　　　34回

（１月分）（１月分）

３月の納税は

人身事故件数 死者 負傷者
   22年１月 19件 ０人 22人

図書館だより

太陽の村
虚ろ舟
数えずの井戸
虚報
北帰行
キケン
ごっつい奴
カルテット
ブルー
ちゅーちゅー
おにごっこだいすき

ワンガリの平和の木

朱川湊人
宇江佐真理
京極夏彦
堂場瞬一
佐々木譲
有川浩
江上剛
鬼塚忠
久美沙織
宮西達也

今江祥智

ウィンター
ほか

３月の休館日
毎週月曜日、21日豸、31日貉
ばく書のため９日貂～18日貅

国保税（９期分）

《火災》

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
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ご
め
ん
・
な
は
り
線

　
ダ
イ
ヤ
改
正

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、
３

月
13
日
貍
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い

ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
四
国
列
車
と
の
接
続
に
伴

う
時
刻
変
更

　
最
大
５
分
の
時
刻
変
更
を
行
い

ま
す
。

■
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
開
放
運
転
の

増
便

　
新
た
に
下
り
列
車
１
本
を
オ
ー

プ
ン
デ
ッ
キ
開
放
運
転
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

安
芸
駅

（
蕁
０
８
８
７
・
３
４
・
８
８
０
０
）

ま
で

　
水
稲
栽
培
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　
水
稲
栽
培
で
は
代
か
き
か
ら
田

植
え
の
時
期
に
か
け
て
、
田
ん
ぼ

か
ら
濁
水
が
流
出
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
あ
ぜ

の
ひ
び
割
れ
に
よ
る
漏
水
や
代
か

き
時
の
深
水
、
田
植
え
時
の
落
水

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
濁
水
に
は
栽
培
に
不
可
欠
な
表

土
や
肥
料
が
含
ま
れ
、
流
出
す
る

こ
と
は
そ
れ
ら
を
捨
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
河
川
環
境
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
稲
の
順
調
な
生
育
と

貴
重
な
田
ん
ぼ
の
資
源
・
河
川
環

境
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
田
ん
ぼ
に
水
を
入
れ
る
前
に
、

　
漏
水
が
無
い
よ
う
あ
ぜ
と
排
水

　
口
を
点
検
す
る
。

▼
代
か
き
作
業
を
行
う
と
き
は
、

　
ほ
場
を
均
平
に
す
る
た
め
に
で

　
き
る
だ
け
浅
水
で
行
い
、
ほ
場

　
高
低
が
無
い
よ
う
に
す
る
。

▼
移
植
時
の
落
水
を
少
な
く
す
る
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
８
８
７
・
５
３
・
５
５
８
３
）

ま
で

　
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減

　
11
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

た
保
育
料
の
補
助
の
申
請
期
限
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
該
当
す
る

世
帯
の
方
は
、
お
早
め
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
在
住
の
方
で
、
満

18
歳
未
満
の
子
ど
も
（
平
成
３

年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
子

ど
も
）
を
３
人
以
上
養
育
し
て

い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
か
つ

３
歳
未
満
児
（
平
成
18
年
４
月

２
日
生
ま
れ
以
降
の
子
ど
も
）

■
期
間
／
平
成
21
年
10
月
分
〜

　
平
成
22
年
３
月
分

■
免
除
・
補
助
額

▼
認
可
保
育
所
／
保
育
料
を
免
除

▼
届
出
認
可
外
保
育
施
設

　
基
本
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
要

す
る
費
用
を
補
助
（
月
額
５
万

円
を
上
限
）

▼
幼
稚
園
／
授
業
料
や
預
か
り
保

育
料
な
ど
で
就
園
奨
励
費
を
超

え
る
額
を
補
助
（
月
額
２
万
５

千
円
を
上
限
）

■
申
請
締
切
／
３
月
31
日
貉

※
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ

▼
認
可
保
育
所
・

届
出
認
可
外
保
育
施
設
は

福
祉
事
務
所
保
育
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

▼
幼
稚
園
は

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
８
）
ま
で

　
３
月
の
移
動
図
書
館
運
休

　
４
月
か
ら
移
動
図
書
館
車
が
新

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
移
行
作
業

の
た
め
、
３
月
の
移
動
図
書
館
は

運
休
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
、
移
動
図
書
館
で
借
り
て

い
る
本
は
、
４
月
の
巡
回
時
（
広

報
４
月
号
に
巡
回
日
程
表
を
掲
載
）

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
蕁
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で

　
水
芭
蕉
観
賞
交
流
会

　
南
国
市
北
部
、
中
山
間
地
域
の

桑
ノ
川
地
区
で
は
、
景
観
保
全
活

動
と
し
て
水
芭
蕉
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
に
イ
ノ
シ
シ
の

食
害
に
よ
り
全
滅
し
ま
し
た
が
、

再
び
観
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
風
景
を
楽
し
む

と
と
も
に
、
山
里
の
自
然
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
お
話
し
す
る
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
27
日
貍
午
前
11
時

■
と
こ
ろ

　
桑
ノ
川
「
水
芭
蕉
の
里
」

■
参
加
費
／
800
円
（
田
舎
寿
司
・

　
お
茶
・
ぜ
ん
ざ
い
付
、
イ
ベ
ン

　
ト
保
険
込
み
）

■
無
料
送
迎
バ
ス
（
定
員
有
り
）

　
午
前
10
時
市
役
所
玄
関
前
出
発

■
申
込
締
切
／
３
月
19
日
貊

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
課
地
産
地
消
推
進
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
９
）
ま
で

　
舟
入
川
・
新
川
・
藻
川

　
　
　
　
　
　
　
一
斉
清
掃

　
今
年
も
川
干
の
期
間
を
利
用
し

て
、
河
川
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
７
日
豸
午
前
８
時

＊
小
雨
決
行

■
集
合
場
所

　
市
役
所
北
側
駐
車
場
、
中
央
市

　
民
館
、
篠
原
一
本
松
、
シ
ン
セ

　
イ
南
国
店
駐
車
場
入
口

■
備
考
／
ゴ
ム
手
袋
と
ご
み
袋
は

　
集
合
場
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

　
第
　
回
貫
之
さ
く
ら
祭
り

　
満
開
の
桜
の
下
、
日
本
文
化
の

紹
介
と
国
際
交
流
活
動
を
盛
大
に

催
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
28
日
豸

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
熊
野
神
社
（
大
鴦
西
野
々
）

＊
雨
天
時
は
市
民
体
育
館

■
内
容
／
外
国
人
和
服
試
着
、
香

　
長
中
音
楽
部
・
吹
奏
楽
部
の
演

　
奏
、
貫
之
鍋
、
市
文
化
協
会
に

　
よ
る
琴
・
尺
八
・
日
舞
な
ど

■
備
考
／
桟
敷
席
の
利
用
は
黒
岩

（
蕁
８
６
３
・
７
１
５
６
）
ま
で

＊
水
曜
日
以
外
の
午
前
９
時
か
ら

　
午
後
６
時
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

 

商
工
水
産
課
商
工
観
光
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
０
）
ま
で

　
楽
し
い
組
紐
作
品
展

　
組
紐
グ
ル
ー
プ
の
帯
締
め
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
小

物
類
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
７
日
豸
〜
28
日
豸

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス
「
さ
わ
と
」

（
南
国
市
八
京
９
７
７
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス
「
さ
わ
と
」

（
蕁
８
６
２
・
１
２
５
０
）
ま
で

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

　
促
進
防
災
フ
ェ
ア

　　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

で
、
防
災
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
お
も
ち
（
数
量
限

定
）
を
配
布
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
14
日
豸

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
大
篠
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
駐
車
場
／
土
曜
市
広
場

■
体
験
・
訓
練
内
容

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
・

啓
発
活
動
（
展
示
も
行
い
ま
す
）

▼
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

▼
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

▼
煙
体
験
機
に
よ
る
煙
体
験

▼
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練

（
Ｊ
Ａ
南
国
市
・
Ｊ
Ａ
十
市
職
員
、

自
主
防
災
会
な
ど
限
定
）

▼
応
急
手
当
・
救
護
訓
練
な
ど

■
備
考
／
古
い
消
火
器
の
適
正
な

回
収
・
取
り
扱
い
の
相
談
も
行

い
ま
す
（
廃
棄
処
分
は
消
防
設

備
業
者
が
有
料
で
行
い
ま
す
）。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
予
防
課

（
蕁
８
６
３
・
３
５
１
１
）

総
務
課
総
務
管
理
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

　
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

　
説
明
会

　　
少
子
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

労
働
者
が
仕
事
と
育
児
・
介
護
を

両
立
で
き
る
雇
用
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
（
６
月
30
日
施
行
）
さ
れ

ま
し
た
。

■
と
き
／
３
月
９
日
貂

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ
／
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ

（
高
知
市
高
須
砂
地
155
）

■
内
容
／
改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
、
就
業
規
則
へ
の
規
定
な
ど

■
備
考
／
説
明
会
終
了
後
、
個
別

相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
蕁
８
８
５
・
６
０
４
１
）
ま
で

　
小
蓮
公
民
館
健
康
相
談

　　
高
知
大
学
医
学
部
と
小
蓮
地
区

で
は
連
絡
協
議
会
の
協
定
を
結
び
、

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
内
容
／
相
談
担
当
者

▼
３
月
６
日
貍
午
後
１
時
〜
３
時

　
／
呼
吸
器
疾
患
／
大
西
広
志

▼
３
月
13
日
貍
午
後
１
時
〜
３
時

　
／
何
で
も
相
談
／
阿
波
谷
敏
英

■
と
こ
ろ
／
小
蓮
公
民
館

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

小
蓮
地
区
自
治
会
　
唐
岩
知
生

（
蕁
８
６
６
・
４
７
７
８
）
ま
で

　
全
国
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ

　
ム
高
知
大
会
公
式
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
開
設

　　
今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
、
全

国
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
高
知
大

会
（
ま
な
び
ピ
ア
高
知
２
０
１
０
）

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。

■
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　＊
「
ま
な
び
ピ
ア
高
知
」
「
全
国

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
高
知
大

会
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

全
国
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
知
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
蕁
８
２
１
・
４
６
６
１
）
ま
で
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先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
と
て
も
頑
張
り
ま
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
で
買
い
た
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
当
て
て
ほ
し
い
で
す
。

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
楽
し
か
っ
た
ー
！
僕
の
小
学
校
の
マ
ー
ク
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
め
っ
ち
ゃ
欲
し
い
で
す
！

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り



INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION

私
は
久
礼
田
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
で
、
先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
兄
と
競
争
し
な
が
ら
解
き
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

※お問い合わせは
　環境課環境係（蕁８８０－６５５７）まで

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。

蜷可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ン・水銀を含むごみは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。

蜷指定日の午前５時～８時までに出してください。
蜷お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

片山、里改田

 日  曜

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京

十市（北部）、緑ヶ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）

国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠１～２丁目、８区、祈年、小籠住宅
東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

３／1

6
5
4
3
2

8

12

10
9

11

13

17

15

16

19

18

22

24

20

27
26
25

23

水

火

金

木
水

火
月

土

金
木

月

金

水

月
火

月

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

十市（南部）、天行寺、成合

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村

十市（北部）、緑ヶ丘

８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

伊達野、大鴦団地 

稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、久枝（開田）

篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

久枝（開田を除く）、下島、前浜

３／1

5

4

3

2

6

11
10
9
8

12
13
15
16

18

17

22
20
19

27

25
24
23

火

火
月

月
土
金

水

月
土

水

木

水

月

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大鴦団地、篠原、明見、伊達野

十市（南部）、天行寺、成合

４／1

5
3
2

土

金

田村

木
水

土

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

土
金

４／1

金

木

土
金
木

片山、里改田、浜改田、天行寺

木

水
火

木

土

立田

田村
立田金

木

月
土

26

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大鴦団地、篠原、明見、伊達野

木

火

日 曜  地　　　　区地　　　区

火

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

３月１日・15日
（第１・３月曜日）

３月２日・16日
（第１・３火曜日）

３月３日・17日
（第１・３水曜日）

３月８日・22日
（第２・４月曜日）

３月９日・23日
（第２・４火曜日）

３月10日・24日
（第２・４水曜日）

４月５日・19日
（第１・３月曜日）

３月４日・18日
（第１・３木曜日）

３月５日・19日
（第１・３金曜日）

３月６日・20日
（第１・３土曜日）

３月11日・25日
（第２・４木曜日）

３月12日・26日
（第２・４金曜日）

３月13日・27日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（バイパス北）、岩村、下咥内

（バイパス南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

４月１日・15日
（第１・３木曜日）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大鴦団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大鴦団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（バイパス北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

３月１日・15日
（第１・３月曜日）

天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、
西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）

下島、田村（バイパス南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

ビン・雑ごみ・ペットボトル・水銀を含むごみの収集

　
後
期
高
齢
者
医
療

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

　
平
成
21
年
度
保
険
料
の
納
め
抜

か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
は
、
３
月
が
21
年
度
納
付
最

終
月
（
９
期
）
と
な
り
ま
す
。

　
４
月
の
年
金
か
ら
平
成
22
年
度

の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

始
ま
る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
仮

徴
収
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
６
月
、
８
月
か
ら
特
別
徴
収

が
始
ま
る
方
に
は
、
開
始
前
に
通

知
し
ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は

被
保
険
者
証
の
更
新
は
４
月
１
日

で
は
な
く
８
月
１
日
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
今
の
保
険
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。
平
成
20
年
度
、
21
年
度

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
被

保
険
者
証
更
新
前
に
納
付
相
談
を

行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
６
）
ま
で

　
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地
や

　
ハ
ウ
ス
の
情
報
提
供
を

　
高
知
県
農
業
公
社
で
は
、
使
わ

れ
て
い
な
い
農
地
や
ハ
ウ
ス
な
ど

を
探
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
、
新
た
に
農

業
を
始
め
る
方
や
、
農
業
の
規
模

拡
大
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
に
、

就
農
相
談
会
や
高
知
県
農
業
公
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

提
供
し
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農

地
や
遊
休
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
で
き
る

農
地
や
ハ
ウ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

譛
高
知
県
農
業
公
社

（
蕁
８
２
３
・
８
６
１
８
）
ま
で

　
地
震
対
策
の
基
本
は

　
　
　
　
ま
ず
「
家
」
か
ら

　
市
で
は
、
次
の
南
海
地
震
に
備

え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
安
心
し

て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

補
強
が
行
え
る
よ
う
「
も
く
も
く

木
造
住
宅
耐
震
相
談
窓
口
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
毎
週
木
曜
日

（
祝
祭
日
の
場
合
は
水
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

■
相
談
料
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
管
理
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
１
）

南
国
市
地
域
住
宅
研
究
会
事
務
局

（
蕁
８
６
３
・
２
８
７
１
）
ま
で
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田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大鴦団地、篠原、明見、伊達野

国民年金保険料の
納付期限は、
翌月の末日です。
忘れず納めましょう。

振替加算について

便利でお得な「前納制度」をご利用ください

※お問い合わせは、南国年金事務所（蕁８６４－１１１１）まで

■振替加算とは？
　配偶者が受けている老齢厚生年金、障害厚生
年金や退職共済年金に加算されている加給年金
額の対象者となっている方が65歳になると、そ
れまで配偶者に支給されていた加給年金額が打
ち切られます。このとき、加給年金額の対象者
であった本人自身が次の条件を満たした場合に、
本人の老齢基礎年金に加算されます。
蜷本人が老齢基礎年金を受給する資格を得たと
き（満65歳到達時）に、その配偶者が受けて
いる加給年金額の対象となっていたこと
蜷生年月日が大正15年４月２日から昭和41年４
　月１日までであること
■振替加算の額は？
　大正15年４月２日から昭和２年４月１日生ま
れの方については配偶者加給年金額と同額
（227,900円）で、それ以降年齢が若くなるご
とに減額されていきます。この金額は、昭和61
年に国民年金法が改正されるまで、配偶者が被
用者年金に加入している間の専業主婦の方は加
入義務がなかったため、満額の老齢基礎年金を
受けられない分を保障する目的があるので、若
くなるほど安く設定されています。

■手続きは？
　通常は自動的に加算されますが、本人が老齢
基礎年金を受給し始めた後に配偶者の老齢厚生
年金などの受給権が発生した場合など、手続き
が必要なことがあります。

　１年間の国民年金保険料をまとめて納付する
「前納制度」をご利用いただくと、保険料が割
引となりお得です。
　４月からの前納を現金納付で希望される方は、
４月に日本年金機構から送付される「国民年金
保険料納付案内書」に添付された前納用納付書
で４月末日までに金融機関・コンビニエンスス
トアなどで納付してください。
《平成22年度の保険料額》
    平成22年４月 から月額15,100円です。
　１年分   ☆定額保険料181,200円
　　　　　　　　　　蛬
　　　　   ☆前納保険料177,980円
　　　　　（3,220円もお得です）
＊毎月の納付も、口座振替の「早割」なら月額
　50円お得です。



健康文化都市・南国健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

川本内科クリニック

南 国 厚 生 病 院

宮 田 整 形 外 科

田村こどもクリニック

Ｊ Ａ 高 知 病 院

尾 木 内 科 医 院

日 曜 当　番　医 電 話

☆  休日在宅医（変更する場合があります）

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察でき
　ない場合もあります。

日

日

日

月

日

日

（駅前町）

（立　田）

（篠　原）

（篠　原）

（明　見）

（篠　原）

３／７

３／14

３／21

３／22

３／28

４／４

８６４－２５４３

８６３－３０３０

８６３－５８８５

８６３－０７２３

８６３－２１８１

８６３－２７８７

９：30～11：30

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

全地区

全地区

全地区
（16～69歳）

全地区

13：00～14：00
１歳６か月児健診

３歳４か月児健診

愛の献血

10か月児健診

４か月児健診

ポリオ（予防接種）

育児相談（集いの場）

木

火

木

木

木

３／18

３／10

３／25

３／16

３／４

４／１

３／11

金３／５

水

木

12：30～16：00
南 国 市 役 所

10：00～11：00

保 健 福 祉 セ ン タ ー

十 市 高 齢 者 多 世 代 交 流 プ ラ ザ

13：30～14：00 保 健 福 祉 セ ン タ ー
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

　
　
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

　
マ
マ
友
達
を
作
っ
て
気
分
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！
親
子

で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
赤

ち
ゃ
ん
の
計
測
も
で
き
ま
す
よ
。

　
電
話
で
の
育
児
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

集
い
の
日

集
い
の
日

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

＊
３
月
22
日
豺
は
休
み
で
す
。

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー

■
と
き
／
３
月
10
日
貉

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

■
対
象
／
妊
婦
期
か
ら
生
後
５
か

月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊
対
象
の
お
子
さ
ん
の
兄
姉
を
連

れ
て
の
参
加
の
場
合
は
、
子
ど

も
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き
る
ご

家
族
の
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

子
育
て
講
座

子
育
て
講
座

■
と
き
／
３
月
24
日
貉

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
「
自
我
が
芽
生

え
は
じ
め
た
子
ど
も
と

う
ま
く
つ
き
あ
う
コ
ツ
」

■
講
師
／
谷
本
恭
子
（
児

童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
み
そ
の
」専
門
相
談
員
）

■
備
考
／
託
児
あ
り
ま
す
。

（
要
予
約
・
25
名
ま
で
）

この２ページの健診などの
申込先・お問い合わせは

　　  保健福祉センター
（〒７８３－０００４　南国市大鴦甲３２０
　蕁８６３－７３７３）まで

※

■とき・ところ
　４月16日貊…中央市民館
　４月23日貊…ＪＡ長岡　　
■受付時間／８：30、９：30 　
■対象／40歳以上の市民
■定員／先着50名（１日につき）
■検診料／900円
■申込受付開始／３月９日貂８：30～
＊胃がん検診では、バリウムが誤って気管に入るこ
とがあります。むせやすい方や高齢の方は、特に
ご注意ください。

胃がん検診胃がん検診胃がん検診子宮頚がん検診子宮頚がん検診子宮頚がん検診

次の方は子宮頚がん・胃がん検診の検診料が無
料です。検診申込時または受付時に申し出てく
ださい。（70歳以上の方、身体障害者手帳・療
育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、
生活保護世帯の方、記念健診対象の方）

　市では「子宮頚がん検診」と「乳がん検診」を２
年に１回隔年で実施しており、22年度は子宮頚がん
検診を実施します。23年度は原則として実施しませ
んので、22年度中に受診しましょう。
　なお、22年度の健診計画（健診カレンダー）は、
４月号の広報紙と一緒に全戸配布する予定です。
■とき／４月16日貊
■ところ・受付時間
　中央市民館…９：30、10：00
　ＪＡ長岡　…13：30、14：00
■対象／20歳以上の市民（女性）
■定員／先着60名（各会場）
■検診料／600円
■申込受付開始／３月10日貉８：30～

対
象
は
南
国
市
内
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
で
す
。

■対象（次のすべてに該当する幼児）
①市内に住所を有し、２歳以上７歳未
満（接種時）
②おたふくかぜ予防接種を受けたこと
がない
③過去および現在おたふくかぜにかか
っていない
■接種場所／市内委託医療機関、けら
小児科・アレルギー科
＊予診票は医療機関にあります。必ず
予約をし、体調の良い時に予防接種
を受けましょう。
■公費負担
　１人3,000円（１回分のみ）
＊接種料金から3,000円を除いた金額
は保護者の自己負担となります。

　おたふくかぜにかかると、乳幼
児難聴や髄膜炎、まれに睾丸炎を
併発することがあります。市では、
おたふくかぜの重症化および流行
防止のため次の方を対象に、接種
料金の一部助成を行っています。

　ご家族の誰かが精神障害のために、
悩んだり不安を抱えたり、とまどい
を感じていませんか。同じ不安を持
つ家族同士がともに学び、支え合い、
手を取り合えるような会を目指して
交流を深めています。
　初めての方も大歓迎です。気軽に
ご参加ください。
■とき／３月17日貉13：30～15：30
■ところ／保健福祉センター
■内容
　座談会「日ごろ、困っていること
や感じていることを語りましょう」

精神障害者“家族の集い”精神障害者“家族の集い”精神障害者“家族の集い”精神障害者“家族の集い”精神障害者“家族の集い”

　現在、新型インフルエンザワクチン接種費用に
ついて、生活保護受給中の方、市民税非課税世帯
の方を対象にワクチン接種費用の免除・助成(払い
戻し)を行っています。
　ワクチン接種費用の免除・助成を希望する方は、
平成22年３月31日までにワクチン接種を完了して
ください。
　また、接種費用の払い戻しの受け付けは、平成
22年４月９日(金)までとなっています。

「おたふくかぜ予防接種」を
受けませんか？

新型インフルエンザワクチン
接種費用のお知らせ



広
報
な
ん
こ
く

〒
７
８
３
ー８
５
０
１
　
南
国
市
大
鴦
甲
２
３
０
１

蕁
８
６
３
ー
２
１
１
１
　
薨
８
６
３
ー
１
１
６
７

編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会

事
務
局
・
企
画
課
秘
書
広
報
係

発
行
日
・
平
成
22年

３
月
１
日

印
刷
・
㈱
高
知
新
聞
総
合
印
刷

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.nankoku.kochi.jp

３
月
号

　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
お送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

平成21年８月19日生まれ

いつも笑いと元気を与えてくれて
ありがとう

丸山　華苗  ちゃん（小籠）
平成20年４月13日生まれ

まるやま か  なえ

丸山　拓真  くん（左）
まるやま たく ま

あ
と

が

き

　
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
、
南

国
市
Ａ
の
優
勝
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
立

っ
て
開
催
さ
れ
た
市
駅
伝
競

走
の
中
学
生
や
高
校
生
チ
ー

ム
の
タ
イ
ム
も
素
晴
ら
し
く
、

来
年
も
楽
し
み
で
す
ね
。

　
春
は
目
の
前
で
す
が
、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
テ
レ
ビ
観

戦
に
今
夢
中
で
す
。
500
メ
ー

ト
ル
男
子
ス
ケ
ー
ト
の
メ
ダ

ル
獲
得
に
大
興
奮
！   

（
Ｍ
）

松尾　柑南  ちゃん（緑ヶ丘）
まつ お かんな

市 　の 　統　計交流人口

面    積　１２５.３５裄
人    口　49,733人 （－   31）
　男　　23,691人 （－   30）
　女　　26,042人 （－   １）
世帯数    21,328世帯 （－   20）

高知自動車道
南国I.C.
入  120,863台
出  118,066台

高知龍馬空港
出発   52,605人
到着   44,808人

《１月分》

外国人登録者数
男 
女

登録国籍数

277人（－  2） 
143人（－  1）
134人（－  1）
31カ国

　　　   （　）内は前月比          《平成22年１月31日現在》
出生数　  35人〔 男  19人・女  16人 〕 《１月分》

平成21年12月２日現在の有権者数
　　　　　　　　　　    40,294人（男  18,733人・女  21,561人）

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

お兄ちゃんの歌で楽しく踊ります。
いつまでも仲良くね！！

））） 学生交流支援事業で高知へ  ）））

ソーンサブ　ワンビサ  さん
（タイ）

高知大学農学部留学生

　
昨
年
10
月
、
「
21
世
紀
東

ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計
画

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
に
基
づ
く
ア
セ
ア
ン

及
び
東
ア
ジ
ア
諸
国
等
を
対

象
と
し
た
学
生
交
流
支
援
事

業
」
で
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン

コ
ク
の
近
く
の
サ
ム
ッ
ト
ソ

ン
ク
ラ
ー
ム
か
ら
半
年
間
の

予
定
で
高
知
へ
来
ま
し
た
。

　
タ
イ
の
大
学
は
通
常
４
年

制
で
す
が
、
特
別
コ
ー
ス
の

５
年
制
も
あ
り
、
同
時
に
技

術
系
と
文
科
系
二
つ
の
学
士

号
の
取
得
が
可
能
で
す
。

　
タ
イ
は
国
民
の
半
数
以
上

が
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
農
業
の
機
械
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
タ
イ
は
ま

だ
ま
だ
で
す
。

　
タ
イ
と
日
本
は
気
候
が
違

う
の
で
、
当
然
農
法
も
違
い

ま
す
。
日
本
で
は
苗
床
を
使

い
ま
す
が
、
タ
イ
で
は
使
い

ま
せ
ん
。
水
の
引
き
方
も
違

い
ま
す
。
日
本
は
田
一
枚
ご

と
に
小
さ
い
水
路
か
ら
水
を

引
き
ま
す
が
、
タ
イ
で
は
大

き
な
水
路
を
使
い
ま
す
。
暖

か
い
の
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
畝
に
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
い
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
薬
に
つ
い
て
は
、
規
制

が
な
く
、
簡
単
に
買
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
10
年
ほ
ど
前

に
、
大
量
に
使
用
し
た
こ
と

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
減
農

薬
・
有
機
農
法
を
奨
励
し
始

め
ま
し
た
。

　
タ
イ
の
主
食
は
日
本
と
同

様
「
ご
飯
」
で
す
。
少
し
高

く
つ
き
ま
す
が
、
週
に
一
度

は
エ
ビ
ス
ー
プ
で
ご
飯
を
食

べ
ま
す
。
果
物
で
は
ド
リ
ア

ン
が
人
気
で
す

が
、
に
お
い
が

き
つ
く
て
日
本

人
に
は
好
ま
れ

て
い
な
い
よ
う

で
す
ね
。

タイ

サムット
ソンクラーム
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